2月9日　

民主党エネルギープロジェクトチーム総会メモ(資料に書かれていないことが中心)

◆石油連盟の主張・説明等

・東日本大震災時、石油の供給に2週間かかった

↑

石油サプライチェーンが石油需要不足により衰退していたから

しかしながら、震災時、「電気・ガス」の系統エネルギーが供給不能となった直後から、石油は分散型エネルギーとして各方面より供給要請がなされた。

⇒震災時に石油エネルギーが果たした役割、今後10年は石油・LPGしか「電気・ガス」の代替がないことなどを考えると、石油エネルギーは重要であり、現在の政策は天然ガスへのシフトに力を入れすぎている。

　＊輸送部門においても、EVばかりに力を入れるのではなく、石油とその他自動車用燃料・エネルギーとの公平性を確保すべき

　

　政策的支援無しにサプライチェーンの維持は不可能なので、石油需要を維持するような政策をうってほしい。

　エネルギー基本政策にも石油エネルギーの重要性を勘案して必要な政策を盛り込んでほしい。

· 日本のエネルギー需要は、人口減少もあり減っていくと考えられる。そのなかで、新たなエネルギーの供給ルートを探る必要はあるのか疑問がある。

◆質疑応答・意見など

· 化石燃料の重要性を考えると、化石燃料に関するWGを作った方がいいのではないか。

· サプライチェーン維持のためガソリンの供給を維持していくとなると、今後ガソリンが国内にだぶついていくことも考えられる。現在存在する以外の使い道を考える必要があるのではないか。

· 日本の石油発電所･･･老朽化している。注意。

· 災害時の石油火力のreplacementについて話していたが、石油火力の供給についても震災の影響で色々問題が発生したと聞いているが･･･。

· 東日本大震災以降、エネルギー政策における石油の位置づけを考え直さざるを得なくなっている。現在のように「石油→他エネルギー」という形でやるのではなく、石油も、他エネルギーも、どちらも利用しながら効率よくやっていくのが良いのではないか。

· JBICの融資枠が10兆円あるが、思うように海外の資源の確保が進んでいない。政策のありかたを考え直す必要があるのではないか。

· JBICの融資：融資ということで返済が必要だったことが、あまり利用されなかった理由の一つ。融資ではなく、出資という形でやっていく。

· SS過疎地･･･地形により石油の供給ルートが複雑に変化することもあり、定義できていない。

しかしながら、SSモデル事業は、きちんと「どこにいる人に石油の使いにくさがどの程度あるか」を調べてから実地している。

　　

【終】

